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研究の概要 

学校危機における緊急支援の支援者のための研修プログラム 

学校危機において緊急支援をおこなう支援者（指導主事、心理職、福祉職）が、それぞれの役割によって、

どのような支援をおこなうと児童生徒の心の安定が図られ、早期に日常の学校生活を送れるようになるのか、

その標準的な支援内容が明確になっていない。そこで本研究では、学校危機における緊急支援において効果

的で標準的な緊急支援の内容を明らかにし、それをおこなうための緊急支援における支援者のための研修プ

ログラムを開発することを目的とした。 

まず、自由記述による研修のニーズを明らかにした。その結果、指導主事は管理職をサポートするための

研修を、心理職は緊急支援全体の流れが具体的にイメージしやすい研修を、福祉職は実際の緊急支援でスク

ールソーシャルワーカーが参加したときの動きや、多職種の役割や支援内容に関する研修を望んでいた。 

次に緊急支援の研修を受講した 129人の援助職（指導主事、SC、SSW）に対して質問紙調査を実施した。そ

の結果、緊急支援における、指導主事、SC、SSW の役割や支援内容の特徴や緊急支援の基盤となる支援内容

が明らかになった。指導主事の主たる役割はコーディネーション、SC は心理教育、SSW は環境への働きかけ

であることが示された。緊急支援における基盤となる支援は、学校危機に関する情報の収集と共有を通した

アセスメントや心身の健康や安全の配慮を要する児童生徒の把握をおこない、それを教師へのコンサルテー

ションに役立てるという一連の流れであることが明らかになった（Figure.1）。 

・学校危機における緊急支援に関する文献研究  

―災害による学校危機に関する文献からみえてくる緊急支援のありかた― 

・学校危機における緊急支援の支援者（教育職，心理職，福祉職）が行う支援内容の特徴 

―緊急支援における安全教育実現のための研修プログラムの提言― 

・学校危機における緊急支援の支援者のための研修プログラムの 開発および有用性の研究 

 

学校危機において効率的な人材育成ができるだけでなく、有用性のあるスキルを効率的に身につけること

ができる。加えて、こうした研修プログラムの作成プロセスが他の人材育成にも応用可能と考える。 
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